
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物アレルギーの原因となる代表的な食べ物 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

※店頭での対面販売品や外食料理は、アレルギー表示の義務がありません※ 

小売店で作った総菜や弁当、パンあるいは菓子などの包装されていない食品は、 

アレルギー表示の義務がありません。利用する場合は、お店の人に確認するこ 

とをお勧めします。 

 

 

今月の「お弁当の日」は 

12月20日(水)！ 

入港日は、１７日(日)です。 

食物アレルギーについて知ろう！ 

令和５年１２月７日 小笠原中学校 

Ｎｏ．８       食 育 担 当  食育通信 
今月の食育講話 

☆食物アレルギーとは 

「卵」や「乳製品」、「小麦」、「そば」などの特定の食品に体の「免疫」が反応して、皮膚のかゆみ、発疹（赤く

ブツブツがでる）、呼吸が苦しくなる（呼吸困難）などの症状が出るのが「食物アレルギー」です。 

食物アレルギーは、幼児期（幼稚園や保育園）に見つかることが多く、食品を食べた時や、触れた時、吸い

込んだ時などに症状が出ます。また、原因食物を食べただけでは症状は起こらないが、原因食物を食べた後すぐ

に運動をすることで症状が起こる「食物依存性運動誘発アナフィラキシー」もあります。 

「アナフィラキシーショック」とは、アレルギー症状が１つだけでなく、様々な症状が全身に広がって出ること

を言います。呼吸が困難になり、意識を失うなどの症状が出て、命を脅かす可能性がある場合もあります。 

 食物アレルギーのある人には、アレルギーを起こす原因となる食べ物を無理にすすめたり、触れさせたりしな

いことが大切です。また、友達や身の回りの人に症状が現れた場合は、速やかに先生や大人の人に知らせ、適切な

処置を行う必要があります。 

２１品目は、特定原材料

に準ずるものとしてでき

るだけ表示をすることが

推奨されていますが、表

示義務はありません。 

 

 

消費者の健康危害の発

生を防止する観点から、

容器包装された加工食

品について特定原材料

を含むことの表示を義

務付けられている７品

目 

 

 


